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『国性爺合戦』のバロック性
藤井康生
2001年に日中合作映画『英雄・国姓爺合戦』が公開された。このタイトルを見たとき、
これは近松門左衛門の『国性爺合戦』の映画化であろうと即断し、大いに期待して見
たのだが、実際は歴史的な事実に沿ったもので、近松の作品とは無縁であること
が分かった。しかし、この映画の中国版の原題は『英雄・鄭成功侍』であるのに対
し、日本版の映画のタイトルは『国姓爺合戦』であり、しかも日本版の DVDのボッ
クスには中国版と日本版を合成した『英雄・国姓爺合戦』と書かれているように、こ
の映画のタイトルには日中両国の複雑な事情が絡んでいるように思われる。中国
側としては『英雄・鄭成功侍』に統ーしたいところだが、日本には閉じ人物を主人
公にした近松門左衛門の『国性爺合戦』があるから、日本に敬意を表すだけでな
く、宣伝効果の上からも近松の作品を利用し、しかし、『国姓爺』の「姓Jの字だけ
は譲ることが出来ず、『国姓爺合戦』とし、う日本版のタイトルが出来上がったものと
恩われる。ここで注目したいのは、近松作品のタイトルにある「性」の字が「姓Jに変
えられていることである。なぜ「性」の字を変えたのか、いや、史実では「姓」の字の
方が正しし、から、なぜ近松は「姓」の字を「性Jに変えたのか、とし、う問題が浮かび
上がってくる。
近松の研究書を調べても、「国姓爺Jが主しいのだが、近松は「性Jの字を「姓J
と同じ意味で用いている、というような説明があるだけで、理由については書かれ
ていない。筆者は近松の専門家ではなし、から、すべての研究書に目を通したわけ
ではないが、「性Jの字に変更した理由は分からない、とし、うのが近松研究の現状
であるらしい。これは驚きで、あった。近松のような知識人が[姓Jの字をI性Jと間違
えるようなことがあるだろうか。「姓jを「性jに変えるにはそれなりの理由があるはず
である。この点に注意しながら近松の『国性爺合戦』のテクストを分析してみると、
近松が「性」の字を用いるには1必然性があり、その劇的構造はヨーロッパのバロッ
グ演劇に通ずることが分かつてきた。
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近松門左衛門の伝記と『国性爺合戦』
近松門左衛門については謎が多く、生誕の地についても有力な場所が十ヶ所
もあるし、墓所もーヶ所に留まらない。このように伝記が謎めいているだけでなく、
彼の作品にはスペインのバロック演劇の影響があるという説を知るに及んで、筆者
の「性jの字の探索は一つの確信をもつようになった。その新説を知ったのは 2004
年 11月に大阪の読売テレビで放送された「近松の謎jという番組であった。そこで
は京都外国語大学のスペイン語の名誉教授である近松洋男氏の説が紹介され
たのだが、名前から分かるように、この近松氏は近松門左衛門の子孫で、九代目
にあたるらしい。その近松氏が、なぜスペイン語を専門にしているのか、このあたり
から驚くべき事実が明らかにされた。近松家には近松門左衛門に関する門外不
出の口伝があるのだが、それは絶対に外部に漏らしてはならぬという錠になってい
て、それを書き記すと漏れる可能性があるので、記憶力のよい子供が選ばれて、
口伝として守られできたらしい。そして、2002年に父親から厳しく言われていた秘密
厳守の期限が切れたので、 80歳を超えた近松洋男氏が公開に踏み切ったという
のである。
近松洋男氏は2∞3年に『口伝解禁・近松門左衛門の真実Jl(中央公論新社)と
し、う著書を出しているから、これがテレビ放送の土台になったのであろう。その内容
は実に面白く、近松の浄瑠璃にスペインのパロック演劇の影響があるという説を始
めとして(近松氏は「スペイン・ルネサンス期の詩劇jと書いているが、今日風に言
えば「バロック演劇」である)、まさに驚きの連続なのだが、実証するのが難しい点も
あるところから、保守的な日本の学会で認められるには時聞がかかるだろう。しか
し、ヨーロッパのバロック演劇の視点から日本の歌舞伎を見るとし、う比較演劇に関
心をもっ筆者にとっては、実に有り難いサポートであり、『国性爺合戦』の内容から
して大いにありうるように思われる。従って、本論考は前述の近松氏の新説に刺激
を受けた筆者が、『国性爺合戦』のテクストに見られるバロック性を指摘し、近松氏
とは異なる新たな結論を導き出したものである。テクスト分析に入る前に、近松氏
の著書に従って伝記を追いながら、近松門左衛門が『国性爺合戦』を執筆するに
至った経緯を見ておきたい。
近松門左衛門は 1653年に越前(福井県)の鯖江で生まれにれまでも鯖江説はあ
ったが、今回の口伝解禁で決着を見たようである)、名前は杉森信盛(幼名は次
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郎吉)、父親は杉森信義とし、う吉江藩の武士であったが、事情あって京都へ出て、
信盛は赤穂務侍医(御典医)の近松伊看の養子になる。こうして、近松家は赤穂
の浅野家の厚遇を受けることになる。門左衛門は近松伊看の長男小右衛門の弟
として大石良昭(良雄の父)の推挙により、京都御所の一条家で働くことになる
(有職故実の仕事に携わる)。朝廷(御所)は財政事情が苦しく、その経済的な窮
状を救ったのが唐津や平戸の松浦船の貿易収入を管理する長州灘と塩事業に
よる赤穂務からの援助であった。門左衛門は主人の一条恵観が逝去したのを機
に、大石良昭の招きに応じ、御所から赤穂藩勤めになる。
こうして門左衛門は第二の人生に踏み出し、六才若い大石良雄(ょしたか)と
続しくなる。大石良雄とは、あの大石内蔵之助のことである。大石は大きな野望を
持っていた。「赤穂の先導によって京・大坂に塩の道を張り巡らせ、幕府のカが及
ばぬようにし、ゆくゆくは周辺諸国と塩貿易を展開するj( I )というものである。その
ために京都山科のはずれの近松寺(こんしようじ)に内密の塾を置き、筆頭塾生に
門左衛門を据える。この近松寺の奥にある参詣者の自の届かない「塩の道塾jに
は意外な人たちが集められていた。それは主として平戸の松浦(まつら)党の協カ
によるのだが、目的は塩の販路拡大と海外で塩の道をつくるための要員育成であ
る。塾の指導省は次のような人たちであった。(1 )海外へ出た経験のあるもの(松
浦党の古老や朱印船の船頭など)0 (2)日本滞在中に鎖国令が公布され、出国
できなくなったポルトガノレ人。 (3)カトリックに改宗しないためスペインから追放され、
セファルディと呼ばれたユダヤ系教養人で、未公認の亡命者となっていたスペイン
人。以上であるが、門左衛門と塾生を除くすべての指導者が海外渡航の経験者
という、当時の日本では珍しい集団であった。塩の道の計画を実行するため、門
左衛門はスペイン語を学んだ。このようなことが可能になったのは、近松寺が天台
宗園城寺(おんじようじ)の系統に属し、圏域寺派は禁裏方の寺院であって、幕府
役人も立ち入ることの出来ない、いわゆる「公界(くがい)jだったからである。近松
洋男氏の著書には淡々と苦かれているが、もしこれらのことが事実なら、江戸時代
の研究は一変するだろう。
f塩の道塾」で門左衛門が習ったスペイン諾の教科書は、スペイン・ルネサンス
期の詩劇集、いわゆるバロック演劇lで、あった。これが後の門左衛門の劇作に影響
を与えたというのである。他にも航海術や貿易決済実務を学び、明国人からは仏
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典や哲学書、地理、歴史も習った。三年の修行を終えて、いよいよ門左衛門は
「塩の道計画」を実践に移す。最初の赴任地は長州の長門で、あった(23歳)。長
州は赤穂藩と共に禁裏財政を密かに支えた友務であった。やがて唐津へも足を
運び、松浦党に働きかける。松浦党というのは、中国や東南アジアと交易を行っ
ていた自由貿易集団である。松浦家の始祖は、嵯峨天皇の第十八皇子の「融j
(とおる)であり、「源Jの姓と三星の家紋を拝領して臣籍降下し、のちに左大臣と
なって活躍した。その八代田が肥前国松浦郡に下り、松浦姓を名乗った。そして
十一代目が平戸に城を築き、平戸松浦氏の祖となった。平戸は1550年にポルトガ
ル船が訪れたのを皮切りに、以来約九十年間、西洋との貿易港として繁栄した。
門左衛門は琉球から呂宋(ノレソン)へ「塩の道」を延ばし、そこから西洋諸国との
交易を目論んでいた。その拠点となったのが、唐津の近松寺であった。この寺も、
近松一族の流れをくむ「公界jの一つであった。この平戸松浦党での見聞が『国
性爺合戦』として結実したらしい。
「塩の道Jっくりに忙しい門左衛門を慰めたのは、近松寺でセフアノレディから学
んだスペイン詩劇であったとしづ。長州長門港の駐在が二年目に入ったとき、赤
穂の義父の伊看から飛脚使が届き、家庭の事情から門左衛門は赤穂へ戻ること
になる。28才になった門左衛門は、ある日、京都の四条河原へ行き、人形浄瑠璃の
字治座を主宰する字治嘉太夫を尋ねると、長門で素人歌舞伎に加わっていた人
たちが働いていた。門左衛門はスペイン詩劇から学んだ発想、を持って古浄瑠璃
からの脱皮を提案した。こうして門左衛門は浄瑠璃・芝居の世界へ入っていった
のである。
ここで、『国性爺合戦』執筆の経緯を見てみよう。1714年 9月に竹本義太夫が
死去する。歌舞伎狂言で坂田藤十郎と組んでいた時期を除いて、門左衛門が書
いた浄瑠璃の大半はJ皇太夫が演じていた。この同志ともし、うべき義太夫の後継者
には、義太夫の遺言によって二十四才の竹本政太夫が指名された。竹本座の長
老であり座付作者であった門左衛門と座元の竹田出雲は、この若い二代目義太
夫(政太夫)を中心とした新体制を作る必要があった。門左衛門は、これまでの浄
溜璃とは一線を函し、 「塩の道Jで学んだスペイン・ルネサンス期の詩劇を応用し、
平戸で見聞した話を取り込んだ作品を構想した。こうして成ったのが1715年(正徳5
年)1 月に上演された『国性爺合戦』である。これが近松門左衛門の時代物浄瑠
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璃の代表作となり、竹本座にとっても3年越しの 17ヶ月間連続興行とし、う大記録を
樹立した。
以上は近松洋男氏の著書に従って、門左衛門が『国性爺合戦』を書くに至っ
た経緯を簡単にまとめたものである。この物語の主人公である鄭成功は、門左衛
門が9才のときに亡くなった実在の人物である。平戸の松浦家資料館には近必の
作品以前に出版された『国姓爺伝~(上・下)の原本や鄭成功の父の鄭芝龍の印
なども展示されている。北方に起こった後金(のちの清)が、明王朝を攻めて大陸
を支配し始めたころ、明の遺臣たちは各地で抵抗し、忠臣の鄭芝龍は復讐を期
して九州の平戸へ逃れる。そして、日本の田川家の娘と結婚し、鄭成功が生まれ
る。日本の名前は森(幼名は福松)であった。その後、この父子は本国へ渡って
明朝の再興に尽力する。しかし、父の鄭芝飽は形勢不利と見て、職を辞して明を
去り、清朝に加担する。あくまでも明朝の再興に望みをかける息子の福松は、明
の王から王家の姓である「朱jを賜るが、その名を名乗ることを慨って、鄭成功と改
名する。それ以来、人々からは国の姓を賜った人の意味を持つ「国姓爺Jと呼ば
れた。「爺Jとし、うのは日本語の「さま」を意味するから、「国姓爺Jとは「国の姓を持
つ尊い方Jということになるのだが、近松門左衛門は「姓Jの字を使わず、「性Jに
変えた。すでに述べたように、近松研究の現状では、その変更の理由は分からな
いらしい。実在の鄭成功に遠慮したなどという説得力のない説があるらしいが、こ
の問題については後に再び触れるとして、実際の物語を続けることにしよう。鄭成
功は忠節を忘れて消に走った父を嘆き、父と別れて自らは明朝への忠誠を貫い
た。やがて平戸の日本の母も明に渡って福建の泉州城に入るが、清朝憲に襲わ
れて殺される。鄭成功は母の死を嘆きつつも、大陸を転戦して勝利を収めるのだ
が、清朝の居城の南京で破れ、再起を期すため台湾へ渡る。そのとき台湾を占
領していたオランダ軍を駆逐する手柄を立てるのだが、 39才で病死する。1662年
に明の永磨子持が殺され、明は滅亡する。以上は実話で‘あって、近絵の作品とはか
なり違う。むしろ日中合作映画『英雄・国姓爺合戦」の方に近いだろう。
日中合作映画『英雄・国姓爺合戦』
日中合作映画の『英雄・国姓爺合戦~(呉子牛監督、 2001) は娯楽作品だから、
粉飾は免れない。大きな変更(というよりは追加)は、辞良(せつりょう)とし、う娘の
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存在である。鄭成功の日本人の母が中国へ渡る途中で、漂流する娘を助ける。
それが醇良である。醇良はオランダ人に征服された台湾の娘で、動乱の故郷を逃
れて漂流していたのである。こうした伏線があって、最後に鄭成功が台湾を攻める
とき、醇良が自己を犠牲にして鄭成功のために尽くすのである。これはあくまでも
娯楽性を高めるためのエピソードで、あって、筆者が問題にしている「姓」に関する
場面は正しく描かれている。映画の筋を追いながら、その場面を見てみよう。
1644年、明朝は滅亡し、北京は清朝に占領された。南方に逃れた明朝残党は
鄭芝龍の武力を頼りに、明朝の復興を期していた。消朝は強大な軍事力で明朝
勢力の討伐を開始し、弁髪になることを以て清朝への帰順の証しとした。鄭芝龍
の息子の鄭森(のちの成功)は清と戦って明のために尽力しようと思っている。福
州の皇宮において明の皇帝・隆武帝は忠臣報国の士として鄭森を評価し、皇帝
と閉じ朱という姓を与え、成功と名乗ることを許す。以後は国姓爺鄭成功と名乗ら
せ、近衛箪の大将に任じたばかりか、皇帝に代わって指揮をとることも許し、明朝
の復興と台湾の奪回を頼む。このあと父親の鄭芝龍の裏切りがあり、鄭氏の拠点
である福州が清に襲われ、鄭成功の母は自害する。この日本人の母が中国へ渡
るときに助けて養子にした醇良の協力によって鄭成功は台湾をオランダから解放
する。この鄭成功の台湾奪回の行為は、清朝による統一に等しいものとして清朝
の皇帝から評価され、鄭成功は英雄になる。しかし、鄭成功は台湾解放の翌年に
病死する。以上が粗筋だが、問題の「姓Jを授ける場面に見られるように、中国の
物語ではあくまでも「国姓爺Jであって、近松のような「国性爺Jはありえない。従っ
て、日本版のタイトノレを『国姓爺合戦』にしたのは歴史的には正しいのだが、近松
の作品の映画化ではないかとしづ誤解を招くことになった。中国側にすれば、「姓
(性)Jの字の問題よりも、台湾を解放した鄭成功を「英雄Jに仕立てあげ、極めて
時事的な台湾問題の方に重点がおきたかったであろうが、近松の場合は台湾に
はいっさい触れず、 f国姓jを授ける場-面にしても、あくまでも「因性Jが問題なので
あって、 f国姓Jは授けていない。そもそも、甘輝とし、う人物の立場からして、「国
姓J;を授ける権利はないのだから当然である。この点、は重要である。近松作品では
『姓Jよりも「性Jの方が重大な意味を持っているのである。それは何故なのか。以
下、近松の『国性爺合戦』のテクストを分析しながら、この問題を解明してみよう。
なお、粗筋の作成と台詞の引用などは、新編日本古典文学全集 76W近絵門左
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衛門③~(小学館、 2000) と日本古典文庫 18W近松名作集~(河出書房新社、 1976)
を参考にし、筆者の責任においてなるべく現代語訳に努めたことをお断りしておく。
近松門左衛門の『国性爺合戦』
第一段、南京城・皇帝御座所の場。大明国十七代思宗列(しそうれつ)皇帝
の御世、縫胆より使者の梅勅主(ばいろくおう)が来て、懐妊中の夫人を睦担王
に献上するように言う。轄組に内通している明の家臣・李踏天は、睦組軍を手引
きして城を攻撃し、皇帝は殺される。夫人も鉄砲に当たって死ぬ。忠臣の呉三桂
は夫人の横腹を引き裂いて男の子を取り出し、生まれたばかりの我が子を刺し殺
して夫人の腹に押し入れ、赤子の太子を抱えて逃げる。一方、呉三桂の妻の柳
歌君は、皇帝の妹の栴檀(せんだん)皇女を連れて逃げるのだが、敵と戦って深
手を負い、栴檀皇女だけを舟に乗せて沖へ流す。
第二段、平戸の浦の場。大明国の忠臣の鄭芝龍は、かつて愚かな帝に諌言し、
流罪になるのを避けるため、日本の平戸へ亡命して老ー官と名を改め、猟師の娘
を要って一子和藤内をもうける。そして、 20年が経過した。和藤内というのは、母の
和国の(和)と、父は唐人だから唐の音をとって(藤〉、和でも唐でもない(内)としづ
意味である。この名前の由来は後に大きな意味を持ってくる。和藤内は日本人の
小睦を要って暮らしていたが、浜辺で鴫(しぎ)と蛤(はまぐり)の争いを見て「両雄
を争わせ、虚をついて共に討ち取るJとし、う軍法の奥義を学ぶ。そこへ栴檀皇女
が流れ着く。彼女から明の動乱を聞いた和藤内は、栴梅皇女を小睦に預け、明
再興のため親の鄭芝龍夫婦と一緒に大陸へ渡る。ただし、親子は別々の航路を
取り、千里ヶ竹で落ち合うことにする。大陸で再会した和藤内親子の三人は、父
の鄭芝龍が大陸に残してきた実の娘が錦祥女と呼ばれ、睦革Eに与する甘輝の妻
になっていることを知り、甘輝を味方につけようと獅子ヶ城に向かう。和藤内は千
里ヶ竹で猛虎に出会うのだが、母から渡された大神宮のお札を差し向けると、猛り
狂っていた虎もたちまち尾を下げ耳を垂れ、おののいて岩大に隠れようとする。そ
の尻尾をつかんで引っ張り出し、足元に踏まえることができたのも、「まことに天ス
サノオ尊の神力、天照、大神の威徳はありがたいものj(地の文)なのである。その虎
は李踏天が鞍組王に献上するために狩りだした虎だから返せとしづ兵士たちを降
伏させて家来にした和藤内は、兵士たちの月代(さかやき)を剃らせ、名前も日本
31 
藤井康生
風に改めさせ、虎を馬代わりにして退場する。このあたりの和藤内は日本人として
の〈和〉が勝っている。
第三段、獅子ヶ城楼門の場。獅子ヶ城に着いた三人は、あいにく甘輝が不在
のため入城を断られ、鄭芝龍と錦祥女は楼門の上と下で親子の確認をする。和
藤内は何としても入ろうとするのだが、母が阻止し、自分に縄をかけて入城させて
ほしいと頼む。錦祥女はそれを受け入れ、 f夫の甘輝が味方になることを聞き入れ
てくれたら、白粉(おしろし、)をといて川に流しましよう、また願いのかなわぬときは、
紅を溶いて流しましょうJと言う。やがて帰館した甘輝は、和藤内の母から味方に
なるように頼まれるが、髄担王から近頃大明復権のため日本からやってきた和藤
内討伐の役同を賜ったばかりだから、妻の縁のある人物の味方をしたとあっては
恥辱になると思い悩み、ついに妻の錦祥女に命を捨ててくれと頼む。錦祥女は、
親に貰った体を親のために捨てるのは惜しくはない、と承知する。甘輝が妻の体
に刃を押し当てようとすると、母は止めたいのだが、縄をかけられていて手が使え
ず、「ここでお前を死なせたら、三千里も隔てた唐の国の継子を憎んで見殺しにし
たことになり、わが身の恥ばかりか、日本人は邪懐と言われ、国の名を引き合いに
出されるのは、日本の恥ではないかJというのを聞いて、甘輝も同情して妻を殺す
のを思いとどまり、今日からは和藤内とは敵味方だと言う。この場面の和藤内の母
も日本人としての愛国心に満ちている。ついに錦祥女は紅を溶いて流す。それを
見た城の外の和藤内は、望みが叶わなかったと判断し、城内に入る。母の無事を
確かめた和藤内は、甘輝に戦いを挑む。そこへ胸に懐剣を刺して血潮に染まった
錦祥女が止めに入り、先ほど流した紅の元を御覧下さいと言う。自害した妻の姿
を見て甘輝は驚き、妻の死を無駄にせぬため和藤内の味方になることを誓う。そ
して、和藤内に「延平王(えんぺいおう)国性爺鄭成功」を名乗らせる。実話では
鄭成功は明のヱ室から「朱jの姓を賜り、国姓爺と号し、 1658年に延平王に封じら
れている。しかし、近松は「国性爺」として「姓」の字を変えた。小学館の日本古典
文学全集 76の注は、史実の「国姓爺」の説明をしたあと、「ただし、近松は国性爺
とするJ(278頁)とあるだけで、理由は書かれていない。このことが近松研究におい
てあまり問題にされていないのは不思議である。実話では皇帝が自らの姓を授け
るのだから、「国姓爺Jとなるのは分かる。しかし、近松の作品では、かつては明の
王の家臣でありながら今は清の部下になっている甘輝が「国性爺鄭成功Jの名を
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授けて、装束・冠・帯なども渡すのである。これは何を意味するか。甘輝には国の
「姓Jを授与する権利はなし、から、これは和藤内と名乗りながら日本の国民(性〉に
傾きがちな和藤内に対して中国の国民〈性〉をもって戦えと言っているのではない
か。この点については後に再び触れるとして、粗筋を続けよう。和藤内の母は、甘
輝の言葉を聞いて喜び、このまま母が生きながらえたら日本国の恥になる、と言っ
て娘の剣を取って喉を突き刺し、甘輝と和藤内に向かつて、「睦革E王は母の敵、
妻の敵と思えば討つにも力が入ろう」と言って娘と一緒に息絶える。
第四段、松浦住吉大明神社頭の場。(栴檀皇女道行)日本の平戸の和藤内
の妻・小睦は若衆姿に姿を変え、住吉大明神の霊験を得て、栴檀皇女を伴って
大陸へ渡る。
(九仙山の場)幼帝を守る忠臣の呉三桂は、九仙山で碁を打つ二人の翁に会
う。呉三桂が巷を離れて囲碁を打つ理由を尋ねると、翁は「碁盤と見れば碁主主だ
が、大地世界を碁盤と見なすこともできる、だから大明一国の山川草木など、碁
盤の上で手に取るように分かるJと言って、碁盤の上に下界の和藤内と髄胆の軍
勢が戦う姿を再現して見せる。ここからは一種の劇中劇のようになって国性爺(和
藤内)の戦いぶりが現出する。次々と勝利を収める国性爺の姿が手に取るように
眺められる。呉三桂が太子を連れて、国性爺のもとへ駆けつけようとすると、二人
の老翁の一人は言うー「愚かなことだ。目の前に見えてはいるが、みな百里もへだ
たった先のことじゃ。おまえがこの山にはいって一刻しかたっておらぬと思っても、
もうそのあいだに五年の春秋を送り、四年の聞に四季の合戦を見たとは知らぬで
あろう。・・・太子の成長された御姿や、おまえの身の様子をよく水鏡に映して見る
がよい。水清ければ影も清いと言うが、おまえの忠誠心に感じ入り、われの真の姿
を映し出してみせよう。われは明の先祖高皇帝なるぞJ。そしてもう一人は「われは
青田劉伯混(せいでんりゅうはくうん)じゃJと言う。やがて二人の姿は峰風に吹か
れて消えてしまった。呆然とする呉三桂は、夢かと思ったが眠ってはおらず、それ
にしては五年が経った証拠か、髭が伸びているし、太子も背丈が伸び、もう七歳
の立ち居ふるまいである。とれは極めてバロック的な場面である。碁盤を小宇宙と
見なし、そこで国性爺の戦いぶりが映し出される。この劇中劇は、呉三桂が夢と錯
覚したように、現実なのか幻想なのか分からない。それはコノレネイユの『イリュージョ
ン・コミック』の劇中劇に類似している。アニーサシヤールは、『イリュージョン・コミッ
33 
藤井康生
ク』を例にして、「世界が幻想、からなっているという意識は、正しくバロック思想の公
準の一つであるJ(2)と言っている。あるいは、呉三桂の感覚は、カルデ、ロンの『人
の世は夢』の主人公セヒスムントにも似ているだろう。国性爺の壮大な戦いを碁盤
の上の営みにしてみせる高皇常は、『イリュージョン・コミック』で、言えば、主人公ク
ランドールの生き様を洞窟の援に映し出して見せる魔術師アルカンドルに匹敵す
る。となると、歴史的事実であるかのように捕かれてきた『国性爺合戦』の物語は、
このあたりから幻想と錯綜してくる。
呉三枝がまだ夢から覚めやらぬとき、 一瞬にして成長した太子から呼ばれる。
呉三桂が、昔の忠臣の鄭芝龍(老ー官)の一子園姓爺が日本から渡ってきて義
兵を起こし、大明国の半分を取り戻したとの噂があるから、これから国性爺に会い
に参りましょう、と言い終わらぬうちに、呉三桂の名を呼ぶ声が聞こえる。それは鄭
芝龍であった。国性爺の日本人妻である小睦も、彼女が連れてきた栴檀皇女も
いる。このあたりはもはや時空を超えている。栴檀皇女は自分を助けてくれた呉三
桂の妻の柳歌君のことや赤子のことを尋ねる。呉三桂は、妻は逃げる途中で亡く
なり、皇后さまも鉄砲に撃たれて命を落されたので、胎内の赤子を取り出し、代わ
りに自分の子を殺して入れて敵を騎し、太子は無事に成長して今ここにいる旨を
話すと、姫君は泣き声をあげて嘆かれた。
そのとき鄭芝龍が山の麓を見ると、敵の梅勤王が姫を見つけて数千騎で追い
かけてくるのが見える。この山中には逃げ道がない。呉三桂は、さきほど奇跡を見
せてくれた高皇帝に助けを求めんとして祈る。小睦と姫君も日本の住吉大明神に
祈る。すると桐窟の口から一筋の雲がたなびき、それが天の架け橋となる。呉三桂
らが向こうの峰へ渡り終えると、悔軸王らが駆けつけ、不思議な橋を見つけて五百
余騎がわれ先にと半分ほど渡ったところで、谷の風がサッと吹き、架け橋を吹き切
ると、五百余騎は谷底へ墜落する。梅勤主が蔓をたぐって遣い登ってくるのを見
て、呉三桂は仙人の碁盤で打ちのめす。こうして一行は福州の城へ入っていった。
この雲の架け橋を渡る場面など、まさにバロック演劇の機械仕掛けの舞台装置に
匹敵する。
第五段、龍馬が原の場。国性爺は五十余城を攻め落とし、妻の小睦は栴檀皇
女のお供をし、九仙山からは呉三桂が太子を連れてきた。さっそく太子に天子の
位の印綬を献上し、永暦皇帝と名付け、龍馬が原に木の城を築いた。陣屋の上
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には伊勢の内宮・外宮の御蔽い・大幣(おおぬさ)を掲げ、太子は別殿に移した。
国性爺は陣屋の中央の床凡に座り、呉三桂と甘輝は左右の床九に座って韓担
固と大明国の決戦の評定がなされた。呉三桂や甘輝の軍略を聞いてうなずく国
性爺だが、母が最期に残した言葉が忘れられない。それは「髄組王はお前たちの
母の敵、妻の敵と思って本望を遂げよ。気をゆるませるな。そのための自害じゃJと
いうものである。国性爺は、千変万化の戦略などはもう要らぬ、ただひたすら攻め
入って、髄革Eヱや岩手踏天をズタズタに切り刻まねば、いかに百千万の軍功を立て、
君に忠義を尽くし、世間へ仁義を果たしても、母には不幸の罪となる、と言って両
目から涙を流して泣いた。これを聞いて呉三桂・甘輝をはじめ一座の者はもらい
泣きをした。さらに国性爺は言う、母は生国日本のことを忘れず、最期まで日本の
恥ということを考えておられたが、自分も同じ日本の生まれだから、天照大神を肥
っている。自分は低い身分でありながら数ヶ所の城を攻め落とし、今や諸侯王とな
り、皆の衆にかしずかれる身になれたのも、日本の神の力によるものである、じだ
から、千里が竹の竹林で異国の者の髪型を日本風にしておいたが、彼らを先頭
に立て、日本から援軍が来たと告げれば、日本人は武道に優れていることが知ら
れているから、縫革E兵はおじけづき、ためらいがちになるところを襲いかかろうと、女
房と示し合わせておいた、と語り続ける。そこで団扇を上げて矧くと、女房の小睦
の髪は初元結、軍兵たちも頭は月代を剃った浅黄色で、身には唐錦の衣装を付
け、華やかな出で立ちである。この頭は日本風で服装は中国風としづ分裂は、そ
のままn本人の母のために復讐すると同時に中国人の父の国のために戦う国性
爺(和藤内)の魂の分裂でもあるだろう。こうした二律背反を生きる人間こそ、バロ
ック人間の典型なのである。ジャンーフランソワ・マイヤールは、次のように言ってい
るー 「バロック人間は決して矛盾を避けたりはしない。もっぱら対立する瞬間の矛
盾を生きたがるのであるJ(3)。
物語を続けると、そのとき、姫君が鄭芝龍(老ー官)の書き置きを持ってくる。そ
こには、明朝の先帝に報いるため、老い先短い命だから、 一人で南京城へ乗り込
んで討ち死にを遂げ、美名を後世に残したい、とある。これを読んだ国性爺が、
「母の敵に父の敵、知略も軍法もいるものかjと叫んで飛び出そうとすると、呉三桂
と甘輝に止められる。縫革E主は甘輝にとっては妻の敵であり男の敵でもある。また、
呉三桂にとっても長の敵であり赤子の敵である。このことを指摘されて納得した国
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性爺は三人一緒に南京城めがけて駈けて行く。ここにも見られるように、因性爺に
とって轄鞄王や李踏天は日本人である母と中国人である父の敵であり、言し、かえ
れば彼の一つの身体には二つの魂が存在しているのである。
(南京域外の場)鄭芝龍は一人で南京城へ向かい、李踏天との一騎打ちを望
むが、生け捕りにされ、盾として使われる。その有様を見て攻撃を鴎跨する国性爺
に向かつて、鄭芝龍は言う一「ここまでやり遂げてきた大仕事を、このしわくちゃ爺
の命一つに迷って仕損じたと言われたら、それこそ末代までの恥、辱となる。《日本
に生れた者は愛に溺れて義を知らぬ》と、異国に悪名を残したとあっては、日本の
恥となるではないか。女でありながら、お前の母は生まれ故郷を重んじ、日本の恥
とならぬよう、一命を捨てたのを忘れたか。・・・親が目の前で八つ裂きにされようと
も、目も触れずに敵に飛びかかって本望を遂げ、大明の御代に返そうと思う心は
どこへ失ってしまったのか。エエ、未練だぞ、情けなし、J。これを聞いて国性爺は気
を取り直し、韓組王めがけて飛び出そうとすると、李踏天は鄭芝砲の胸に剣を差
し当てる。 因性爺がためらうと、呉三桂と甘輝は降伏するふりをして髄組王を油断
させ、隙を突いて縛り上げる。国性爺は父の縛り縄を捻じ切り、李踏天を取り押さ
える。国性爺、呉三桂、甘輝の三人は、勝どきを上げる。韓桓王の処罰は、野蛮
固とはいえ王だから鞭打ちにして一命を助け、本国へ送り返すことにする。裏切
者の李踏天は首と両腕を引き抜かれて絶命する。「永暦皇帝御代万歳、国安全
と寿ぐも、大日本の君が代の、神徳武徳聖徳(天子の徳)の、満ちてっきせぬ国
繁昌・民繁昌の恵みによって、五穀豊穣に打ち続き万々年とぞ祝ひけるJ、これが
結びの文句である。要するに、唐土(もろこし)に大日本の君が代の神徳・武徳・
聖徳が満ち溢れ、いつまでも国も繁昌、民も繁昌、五穀豊穣が万々年も続くよう
に、という意味である。
『国性爺合戦』のバロック性
ここで問題にしたいのは、〈国性爺)の意味である。実話では皇帝と閉じ姓であ
る「朱」を賜るのだが、実際にはこの姓を使わず、鄭成功で通したとしづ。あのユニ
ークな近松論を展開した近松洋男氏はこの点については歯切れが悪く、「近松
の『国性爺合戦』は、あまりにも虚構の内容が多いため、実在の鄭成功に遠慮、し
て、わざと「性jに変えたのだともいわれているJ(4)としか述べていなし、。しかし、近
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松作品では、一度は髄組側についた甘輝が国性爺(和藤内)に味方するときに
「国性爺鄭成功jを名乗らせ、このときの「せい」の字が「性」であることに注目すれ
ば、自ずから新しい視点が出てくるように思われる。そもそも和藤内は和でも唐
(藤)でもない日本と中国の合いの子なのだが、粗筋で見たように、日本の神を信
仰し、最後に勝利を収めた時にも、日本の天子の徳が満ち溢れて、中国の繁栄
が続くように、という言葉で締めくくられているように、どちらかといえば、日本のナ
ショナリストとして描かれ、にもかかわらず父親との関係において、明の国を再興し
なければならず、そのためには国民性としての「性Jのアイデンティティが問題とな
るのである。だからこそ、甘輝は中国人としての国民性をはっきりさせる鄭成功を名
乗らせ、服装も中国風に改めさせたのではないか。そして、甘輝には国の(姓〉を
授ける権利はないから、近松の〈国性爺合戦)とし、うのは、(和藤内〉とし、う名前に
象徴される二つに分裂した国民性のアイデンティティの戦いを意味しているので
はないか。となると、これは(反対物の一致〉を生きるバロック演劇の登場人物に通
じてくる。近松がスペイン・バロック劇を習得したというのは、どこまで実証できるか
分からないが、近松洋男氏の説を信ずるならば、スペイン・バロック劇の影響の下
に、和藤内のような二重性を生きるパロック的人物を主人公にした浄瑠璃を書い
た可能性がなくはない。不n藤内のみならず、波乱に富む『国性爺合戦』の筋書き
はパロック演劇に通じている。
『国性爺合戦』に見られるパロック的要素をまとめてみると、次のことが言えるだ
ろう。まず第一に、筋は簡潔にして一日で解決すべきであるとする古典主義演劇
の三単一の法則に全く反していること(こうした演劇は今日ではバロック演劇として
括られている)。二番目としては、すでに粗筋のところで見たように、現実と幻想、が
錯綜する場面が挿入されていること。現実と幻想の境界を唆昧にして観客を幻惑
させるのもバロック演劇の特徴の一つなのである。三番目には、何よりも主人公の
(手1藤内)の名前に見られるように、二面性を生きる人物が主人公になっているこ
と。そして、それは、すでに見たように、タイトルの(国性爺)の〈性)の問題を解決す
る糸口になるのである。さらに四番目を付け加えるとすれば、悲劇的な要素を多
分に含む物語ではあるが、最後をハッピーエンドにすることによって、全体がパロッ
ク演劇の代表的なジャンルであるく悲喜劇〉の構造に適っているということである。
こうした劇的構造を持つ『国性爺合戦』であれば、史実の『国姓爺合戦』と違っ
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て当然であろう。最も大きな違いは、鄭成功(和藤内)の父親の鄭芝龍は史実で
は明国を裏切って敵国に味方することになっているが、近松の作品では最後まで
明国の復興を願い、忠臣になっていることである。また、史実では明国は清に滅
ぼされるのだが、近松は明国の敵を睦鞄として縫組王を逮捕し、民国の再興で終
えている。そして、史実や日中合作映画で重視されている台湾の解放については
全く触れていない。
以上のことから次のように結論される。近松は流布していた通俗軍談『明清闘
記』などから物語の世界を借り、史実はあくまでも物語にリアリティを与える方便と
して利用し、(和藤内)とし、う二重の国民性を生きる人物を描くことによって、(国
姓爺)を(国性爺)と酒落て見せたのである。そして、タイトルにあるく合戦〉とは日
本と中国の国民性のアイデ:ンティティの内面的な争いだ、ったのである。こうした『国
性爺合戦』はもはや影響関係など問題ではなく、歌舞伎が本来的に持つ三重構
造に通じ、それはグローパノレなバロック演劇の系譜に連なるのである。その意味に
おいて『国性爺合戦』は近松門左衛門の代表的なバロック浄瑠璃と言えるだろう。
注
(')近松洋男著『近松門左衛門の真実，](中央公論新社、 2003)、51頁。
(2) Annie Richard， L 'IlIusion comique de Corneille et le baroque，Hatier， 1972， p.13. 
(') Jean-Francois Maillard， Essai sur 1 'esprit du HEROS BAROQUE(1580 -1640)， Nizet， 1973， 
p.170 
(4)同上、 182頁。
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